










2003 年（平成 15）に 521 万人だった訪日外国人観光客は、平成 29 年（2017）には 3,001 万人
に増加した1。 
日本で最初に作られた外国人観光客の誘致のための組織は喜賓会（The Welcome Society）
である。喜賓会は明治 26 年（1893）に設立され、旅行案内書の発行、1903 年の内国 勧業博
覧会で来日した外客の接遇、優良ガイドへの監督証や徽章交付などなどを行った2。約 20 年
の活動の後、明治 45 年（1912）に出来たジャパン・ツーリスト・ビューロー（JTB）に事業












徳島藩の最後の藩主となった蜂須賀茂韶は、弘化 3 年（1846）、徳島藩の 13 代藩主蜂須賀
齊裕の次男として江戸藩邸で生まれ、15 歳まで江戸で過ごした。慶應 4 年・明治元年（1868）、
齊裕が亡くなると阿波守となり第 14 代の藩主となるも、すぐに明治維新を迎えた。翌明治
2 年（1869）に徳島県知事となり、明治 4 年（1871）に知事の職を辞した。 
 明治４年（1871）10 月 22 日に明治天皇が「華族の海外留学を奨励し給へる勅諭」を発し、
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め、明治 12 年（1879）１月に帰国した。 
 イギリスに着いてすぐに鉄道の発達を目の当たりにした彼は、日本の富国のために鉄道



















番頭といわれる益田孝の両名であったとし5 、益田孝が明治 20 年（1887）に 8 ヶ月かけて
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このような経験があったためであろう、明治 26 年（1893 年）に日本で初めてのスペイン語
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図 1 ガイドブックに掲載された蜂須賀茂韶と渋沢栄一の写真 
喜賓会発行のガイドブックと簡易版には、会長である蜂須賀茂韶と幹事長である渋沢栄一の二






















いたが、それが実現したのは創立から 12 年後の明治 38 年（1905）であった。旅行案内書（以
下ガイドブックと呼ぶ）は “A guide book for tourists in Japan” というタイトルで 4 月 24 日
に刊行され、ガイドブックの簡易版（以下単に簡易版と呼ぶ）である “Useful notes and 











                                                   





































































・人口は 37,430 人である。 
・宿泊「高松ホテル」。 
・最近築かれた港は、瀬戸内海では最も良い港の一つである。 





・クリバヤシ公園またはリンリツ公園と呼ばれる広さ 132 エーカーの庭園がある18。 
・屋島は 12 世紀に源氏と平家が戦った古戦場である。 
・五剣山は頂上の岩の風景が名高い。 
・高松―琴平間は鉄道が通っていて 2 時間かかる。 
 
宇多津 





















・琴平から池田、大田口、杉を通って高知へ行くには人力車で 2 人の車夫を使って 2 日かか
る。 




















































・人口は 37,842 人である。 


































以上がガイドブック “A guide book for tourists in Japan” に紹介された四国である。次に簡
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